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要約 
熱帯モンスーン気候であるラオスは天水農業が多く、しばしば洪水や干ばつに見舞われる。しかし、後開発途上国で

あるラオスでは災害に対する備えは十分でない。森林が多いラオスでは森林から様々な食料を採集し利用していること

から、アンケート分析により森林から採集されている食料について明らかにした。 

その結果、96種類に上る食料となる植物が採集されており、乾季でも多くの食料が森林から採集されていた。ラオス

においては森林から採集される非木材林産物がフードセキュリティーを担っていると考えられた。 

キーワード：非木材林産物（NTFPs）、利用実態、フードセキュリティー、レジリアンス、ラオス中山間地域 

 
Summary 

Rain-fed agriculture is a common practice in Laos which has a tropical monsoon climate, and the country often 
suffers from floods and droughts. Being one of the least developed countries, however, Laos is not well equipped for 
disasters. As the country has many forests, which provide various kinds of food, a questionnaire was conducted to find 
out the details of food from the forests. The results show that 96 kinds of edible plants are consumed and that a 
considerable amount of food is gathered from forests even during dry seasons. It is reasonable to determine that non-
timber forest products play a role in food sustainability in Laos. 
Keywords: non-timber forest products, actual usage, food sustainability, resilience, hilly and mountainous area 
 
 
Ⅰ はじめに 

近年、世界各地で未曾有の自然災害が増加し、持続的

な開発の大きな障害になっている。災害に対する脆弱性

や、被害の軽減のための災害への備えが、国際的に重要

な課題となっている。 

内閣府（3）によると世界全体に占めるアジアの被害状

況は、発生件数で世界の約 4 割、死者数約 6 割、被災者

数約 8 割、被害額で約 5 割に及んでいると報告している。 

特に発展途上国では、災害に対しての備えが不足して

いる場合が一般的で有り、また、災害からの回復に時間

を要する。 

東南アジアの内陸国であるラオスは開発途上国の中で

も特に開発が遅れている後開発途上国に分類される。 

ラオスは熱帯モンスーン気候であり、5 月から 10 月の

雨季と 11 月から 4 月の乾季に分かれ、森林が多い国とし

て知られている。国民の 8 割が農業に従事し（5）、稲作や

畑作の傍ら、森林から非木材林産物（以下、NTFPs: Non-

timber Forest Products）とよばれるキノコやタケノコ

などさまざまな森林産物を採集して生活している（2）。 

この気候を作り出す南西モンスーンの動態は極めて不

安定であり、ラオスは天水田が多いことから、降水量と

降雨パターンの経年変動に非常に脆弱であり、地域住民

はしばしば洪水と干ばつに見舞われる（6）。 

そのため、地域住民の NTFPs の採集利用は日々の食料

利用の他、洪水や干ばつ時の災害食としても機能してい

ると考えられる。 

そこで本研究では、ラオスの農山村に住む地域住民が

採集している NTFPs を明らかにする事で、地域住民と森

林の関わりについて考察する。 

 

Ⅱ 調査地概要および調査方法 

1．調査地概要 

調査地は、

首都ビエンチ

ャン特別市か

ら直線にして

100km 程離れ

たラオス中部

ビエンチャン

県F郡N村とし、

その位置を図

１に示す。N

村は 東西約

8km、南北約

4kmに広がり

面 積 約

2,914ha で あ

る。世帯数は

132世帯、約

600 名 （ 2011 図－1．N村位置図 
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年12月）が居住している。主な生業は水田と焼畑による稲作

であり、自給自足的な農家がほとんどを占める

N 村の森林植生は混交落葉樹林、乾燥フタバガキ林が広が

っていたと考えられるが、現在は焼畑により休閑年数のこと

なる休閑林が広がっている（2）。 

 

2．調査方法 

採集している NTFPs を明らかにするために、アンケー

ト調査により採集物調査を 132 世帯全世帯に実施した。

採集物調査は Non-Timber Forest Products in the 

 

表 1 N 村における NTFP の利用率及び月別の利用率

月）が居住している。主な生業は水田と焼畑による稲作

であり、自給自足的な農家がほとんどを占める（2）。 

村の森林植生は混交落葉樹林、乾燥フタバガキ林が広が

っていたと考えられるが、現在は焼畑により休閑年数のこと

を明らかにするために、アンケー

世帯全世帯に実施した。 

Timber Forest Products in the 

Lao PDR: A Manual of 100 Commer

Products.に記載されているラオスで一般的な食料となる

NTFPs 98 種について、年限に限らず採集経験があるか否

か、また、採集時期について世帯主に回答してもらった。

本調査は 2011 年 11 月〜12 月にかけて全世帯に実施した。

 

Ⅲ 結果と考察 

本調査のアンケートは各世帯を訪問し行ったことから、

回収率は 100％であった。各世帯の

各月における利用率を表 1に示した。

の利用率及び月別の利用率* 

Lao PDR: A Manual of 100 Commercial and Traditional 

に記載されているラオスで一般的な食料となる

種について、年限に限らず採集経験があるか否

か、また、採集時期について世帯主に回答してもらった。

月にかけて全世帯に実施した。 

本調査のアンケートは各世帯を訪問し行ったことから、

％であった。各世帯の NTFPs の利用率及び

に示した。 
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前ページからの続き 

*ラオス中部ビエンチャン県 N村 132 世帯の調査の集計による。

 

世帯の調査の集計による。
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採集している食料 98 種類のうち N 村では 96 種 98％の

NTFPs を採集していた。本調査では前述の書籍に記載さ

れている、ラオスの一般的な NTFPs について調査してい

るため、地域の独自の利用については確認していていな

い。木村ら（1）によると N 村の食料の NTFPs の採集目的

は、90%以上が自家消費であり、ほとんど販売されていな

い。そのため、ここで採集している NTFPs はほとんど自

家消費と考えられる。 

雨季乾季の季節別に比較すると、雨季は 83 種の NTFPs

が採集されているが、乾季は 74 種と乾季に比べて 10 種

程採集される少ない程度であった。一般的に乾季は採集

できる NTFPs が少ないと思われたが、採集世帯数は減る

ものの乾季にも様々な NTFPs が採集されていた。特に、

キノコは一般的に雨季に多いと考えられるが Het bot

（学名 Lentinus polychrous）は乾季に採集されたこと

から、キノコは年間を通じて採集される事が明らかにな

った。 

種類別にみると、山菜 6 種、キノコ 4 種、果実 7 種、

タケノコ 3 種及び塊茎 2 種が N 村の半数の世帯で利用さ

れていた。 

山菜のうち Phak kout（Athyriaceae sp、シダ）、 

Phak nok（Umbellifereae sp,草本）及び Phak Kadao

（ Meliaceae sp, 木 本 ） 、 タ ケ ノ コ は Mai hia

（ Schizostachyum blumei, タ ケ ） 及 び Mai sot

（ Oxytenanthera parviflora, タ ケ ） 、 塊 茎 の

Kha(Zingiberaceae sp, 草本)は年間を通じて安定的に

10％以上の世帯で利用されていた。 

筆者による聞き取りでは、これらの食材のうちタケノ

コは量がとれ、腹持ちが良いので重要とする意見が多数

聞かれた。稲の収穫は 9月下旬から始まり 12 月頃までで

あり、保存しているコメの 1 番少ない時期は収穫直前で

あることから、主食であるコメが減っている時期は、タ

ケノコなど腹持ちの良い食料は特に重要となると推察さ

れる。 

今回アンケートした各 NTFPs は食料としての利用だけ

でなく、現地で薬効があるとされるものも含まれており、

重要な民間薬の役割を果たしている。このように様々な

NTFPs が年間を通じて森林から採集できることは、開発

途上国の森林地帯に住む地域住民にとって、彼らの健康

やフードセキュリティーを担っていると考えられると同

時に、病虫害や自然災害、経済変動など様々な変化に対

するレジリアンス（回復力）となると考えられた。 

 

Ⅳ まとめ 

現在、開発が著しいラオスであるが、ゴムの植林やト

ウモロコシやキャッサバなどの単一の作物による集約的

な農業開発が見られる。武内(7)はこういった開発は開発

途上国においては特に自然災害や経済変動に脆弱であり、

複数の農作物や木材、家畜を組み合わせることで、持続

的な生計（サステイナブル・ライブリフッド）が重要と

している。 

ラオスの中山間地域では森林から食料や薬となる様々

な NTFPs が採集され、森林地帯に住む地域住民のフード

セキュリティーやレジリアンスを担っていると考えられ

ることから、地域住民の所得・生活の向上には森林の利

用と一体となった技術開発が必要と考える。 
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